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平成２６年第２回葛城市議会臨時会会議録 

 

１．開会及び閉会       平成２６年１１月７日 午前９時５８分 開会 
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               ３番 川 村 優 子   ４番 西 川   朗 

               ５番 増 田 順 弘   ６番 岡 本  司 

               ７番 朝 岡 佐一郎   ８番 西 井   覚 

               ９番 藤井本   浩   10番 吉 村 優 子 

               11番 阿 古 和 彦   12番 赤 井 佐太郎 

               13番 下 村 正 樹   14番 西 川 弥三郎 

               15番 白 石 栄 一 

 

  欠席議員０名 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

   市 長   山 下 和 弥     副 市 長   杉 岡 富美雄 

   教 育 長   大 西 正 親     総 務 部 長   山 本 眞 義 

   企 画 部 長   吉 村 孝 博     市民生活部長   芳 野 隆 一 

   都市整備部長   生 野 吉 秀     都市整備部理事   土 谷 宏 巌 

   産業観光部長   河 合 良 則     保健福祉部長   山 岡 加代子 

   教 育 部 長   田 中 茂 博     上下水道部長   川 松 照 武 

   会 計 管 理 者   邨 田 康 司 

 

５．職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長   寺 田   馨     書 記   中 井 孝 明 

   書 記   新 澤 明 子     書 記   山 岡   晋 

 

６．会議録署名議員      ５番 増 田 順 弘   11番 阿 古 和 彦 

 

７．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 議第４３号 葛城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することについて 
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追加日程第１ 葛城市議会議長の辞職について 

追加日程第２ 葛城市議会議長の選挙について 

追加日程第３ 葛城市議会副議長の辞職について 

追加日程第４ 葛城市議会副議長の選挙について 

追加日程第５ 葛城市議会常任委員会委員の選任について 

追加日程第６ 葛城市議会運営委員会委員の選任について 

追加日程第７ 議会改革特別委員会委員の選任について 

追加日程第８ 葛城広域行政事務組合の議会議員の選挙について 

追加日程第９ 奈良県葛城地区清掃事務組合の議会議員の選出について 

追加日程第10 奈良県広域消防組合の議会議員の選出について 

追加日程第11 議第４４号 葛城市監査委員の選任につき同意を求めることについて 
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      開 会 午前９時５８分 

西川議長 ただいまの出席議員は14名で、定足数に達しておりますので、平成26年第２回葛城市議会

臨時会を開会いたします。 

 本日、平成26年第２回臨時会が招集されましたところ、議員各位には何かとご多用の中、

ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。本臨時会も議員各位の格段のご協力によりまして、

議会運営が円滑に進行できますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 ここで、報告事項を申し上げます。 

 本臨時会に提出する議案につき、市長から送付がありました。提出議案は、議事日程記載

の日程第３、議第43号、１議案であります。なお、議事の進行上、議案の朗読は省略いたし

ます。 

 次に、ここで、山下市長から招集者としてのご挨拶を願うことにいたします。 

 市長。 

山下市長 皆様、おはようございます。臨時会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日、平成26年第２回葛城市議会臨時会の招集をお願い申し上げましたところ、議員各位

におかれましては、ご多忙の中ご出席を賜りまして、まことにありがとうございます。 

 本臨時会の招集につきましては、地方自治法第102条第３項の規定に基づきまして招集をさ

せていただいたところでございます。提案いたします案件につきましては、条例改正の案件

１件となっており、詳細につきましては、提案時におきまして内容をご説明申し上げますの

で、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。 

 甚だ簡単ではございますが、臨時会開会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。

どうかよろしくお願い申し上げます。 

西川議長 これより日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、５番、増田順弘君、11番、阿古和彦君

を指名いたします。 

 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本臨時会の会期、審議日程、審議方法について、議会運営委員会で協議を願っております

ので、運営委員長から報告を願います。 

 12番、赤井佐太郎君。 

赤井議会運営委員長 平成26年第２回葛城市議会臨時会の開催に当たり、去る10月31日、議会運営委

員会を開催し、諸事項につき慎重に協議しておりますので、その結果についてご報告いたし

ます。 

 初めに、議事日程及び審議方法についてでございます。 

 日程第３、議第43号、葛城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することについて

は、上程し、その内容説明を受けた後、質疑まで行い、総務建設常任委員会に付託し、審査

願います。そして、本会議休憩中に総務建設常任委員会を開催し、付託議案について審査い

ただき、委員会終了後、本会議を再開いたします。再開後は、委員長報告を行い、委員長報
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告に対する質疑、討論、採決までお願いいたします。 

 最後に、会期は本日11月７日の一日といたします。 

 以上でございます。皆様のご理解賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

西川議長 ただいまの運営委員長からの報告のとおり、本臨時会の会期は本日11月７日の一日とする

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

西川議長 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日11月７日の一日と決定いたしました。 

 重ねてお諮りいたします。 

 議案審議につきましても、ただいまの運営委員長からの報告のとおり行うことにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

西川議長 ご異議なしと認めます。よって、運営委員長からの報告のとおり議案審議を行うことにい

たします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

 これより議案審議に移ります。 

 日程第３、議第43号、葛城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することについて

を議題といたします。 

 本案につき、提案者の説明を求めます。 

 市長。 

山下市長 ただいま議題となりました議第43号、葛城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

ることにつきまして、提案理由を申し上げます。 

 本案につきましては、「次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援

対策推進法等の一部を改正する法律」の公布による児童扶養手当法の改正に伴い、所要の改

正を行うものでございます。 

 これまで、児童扶養手当の支給対象とされていなかった公的年金給付等の受給者等に対し

ましても、公的年金給付等の額に応じて児童扶養手当の額の一部を支給するとされたこのた

びの法改正に伴い、本条例の附則中、消防団員等に係る各種補償年金との給付の調整の規定

におきまして、法の運用条項の改正を行うものでございます。 

 本年12月１日から施行するものでございます。 

 よろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げます。 

西川議長 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

西川議長 質疑ないようですので、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議第43号は、総務建設常任委員会に付託し、審査を願いま

す。 

 ここで暫時休憩をいたします。 
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      休 憩 午前１０時０６分 

      再 開 午前１０時２６分 

西川議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 引き続き、日程第３、議第43号議案を議題といたします。 

 本案については、休憩中に総務建設常任委員会を開催し、審査いただいておりますので、

その結果報告を委員長に求めます。 

 12番、赤井佐太郎君。 

赤井総務建設常任委員長 先ほど本会議において上程され、総務建設常任委員会に付託されました議

第43号、葛城市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することについて、本会議休憩中

に委員会を開催し、審査いたしました。その概要及び結果についてご報告いたします。 

 質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で当委員会の報告といたします。 

西川議長 以上で総務建設常任委員長の報告は終わりました。 

 これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

西川議長 質疑ないようですので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

西川議長 討論ないようですので、討論を終結いたします。 

 これより、日程第３、議第43号議案を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は可決であります。本案を委員長報告のとおり可決することにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

西川議長 ご異議なしと認めます。よって、議第43号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

      休 憩 午前１０時２８分 

      再 開 午前１０時５０分 

朝岡副議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議長の都合により、私がかわって議長の職務を行います。よろしくお願いいたしたいと思

います。 

 先ほど、私のもとに、西川弥三郎議長より、葛城市議会議長の辞職願が提出をされました。 

 ここでお諮りいたします。 

 この際、葛城市議会議長の辞職についてを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

朝岡副議長 ご異議なしと認めます。よって、葛城市議会議長の辞職についてを日程に追加し、直ち

に議題とすることに決定いたしました。 

 追加日程第１、葛城市議会議長の辞職についてを議題といたします。 

 議長の辞職願を事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

寺田事務局長 命により朗読いたします。 

 辞職願。このたび、都合により市議会議長を辞職したいので、許可されるよう願い出ます。 

 平成26年11月７日、葛城市議会議長、西川弥三郎。 

 葛城市議会副議長、朝岡佐一郎様。 

 以上でございます。 

朝岡副議長 お諮りいたします。 

 西川弥三郎君の議長の辞職を許可することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

朝岡副議長 ご異議なしと認めます。よって、西川弥三郎君の議長の辞職を許可することに決定いた

しました。 

（西川弥三郎議員 復席） 

朝岡副議長 ただいま、議長が欠けました。この際、葛城市議会議長の選挙についてを日程に追加し、

選挙を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

朝岡副議長 ご異議なしと認めます。よって、葛城市議会議長の選挙についてを日程に追加し、選挙

を行うことに決定いたしました。 

 追加日程第２、葛城市議会議長の選挙についてを議題といたします。 

 議長選挙を行います。 

 議長選挙は投票により行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

朝岡副議長 ご異議なしと認めます。よって、議長選挙は投票により行います。 

 議場を閉鎖いたします。 

（議場閉鎖） 

朝岡副議長 ただいまの出席議員は14名であります。立会人は、会議規則第31条第２項の規定により、

８番、西井覚君及び10番、吉村優子君の両名を指名いたします。 

 投票用紙を配付いたします。 

 念のために申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記

載してください。白票は無効といたします。 

（投票用紙配付） 

朝岡副議長 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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朝岡副議長 配付漏れはなしと認めます。 

 投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

朝岡副議長 異状なしと認めます。 

 これより投票に移ります。 

 職員が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次、記載台で投票用紙に被選挙人の氏名を

記載の上、投票をお願いいたします。 

（投  票） 

朝岡副議長 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

朝岡副議長 投票漏れはなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開場） 

朝岡副議長 開票を行います。 

 ８番、西井覚君及び10番、吉村優子君、立ち会いをお願いします。 

（開  票） 

朝岡副議長 開票の結果を報告します。 

 投票総数14票。これは先ほどの出席議員数に符合いたします。 

 そのうち、有効投票14票、無効投票ゼロ票であります。 

 有効投票中、下村正樹君９票、阿古和彦君５票、以上であります。 

 この選挙の法定得票数は４票であります。よって、下村正樹君が葛城市議会議長に当選を

されました。 

 ただいま議長に当選されました下村正樹君が議場におられますので、本席から会議規則第

32条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

 下村正樹君、当選の承諾及びご挨拶を、登壇の上お願いいたします。 

下村議長 今回の議長選挙に当選させていただきました、下村正樹でございます。 

 私は、ちょうど５年前にもこの席で議長ということで歴任させていただきました。私は、

個人的なことなんですけれども、議員生活といいますか、旧當麻町時代で８年、そして合併

して葛城市で10年ということで、合計18年歴任させてもらっておりますけれども、思い起こ

せば、ちょうど10年前に合併ということで合併協議会というのが、皆さん方もご存じであり

ますけれども、その中でいろいろ新市建設計画なり、またそれ以外のことを議論させていた

だきました。そして決定になった合併の事業でございますけれども、まだ10年たって残され

ている事業がございます。これに対して、皆さん方のご意見を拝聴しながら、推進という立

場で頑張ってまいりたいと思いますので、どうか皆さん方のご協力をよろしくお願い申し上

げまして、冒頭の挨拶にかえさせていただきます。 

 本日はどうもありがとうございます。 
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朝岡副議長 これで私の任務は終わりましたので、下村新議長と交代をさせていただきます。ご協力、

大変ありがとうございました。 

 下村議長、議長席にお着き願います。 

（下村議長 議長席に着席） 

下村議長 それでは、ただいまから議会運営に当たらせていただきますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 ここで暫時休憩いたします。 

      休 憩 午前１１時０４分 

      再 開 午前１１時２１分 

下村議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほど、副議長の朝岡佐一郎君より葛城市議会副議長の辞職願が提出されました。 

 ここでお諮りいたします。 

 この際、葛城市議会副議長の辞職についてを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思

いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、葛城市議会副議長の辞職についてを日程に追加し、直ち

に議題とすることに決定いたしました。 

 追加日程第３、葛城市議会副議長の辞職についてを議題といたします。 

 副議長の辞職願を事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

寺田事務局長 命により朗読いたします。 

 辞職願。このたび、都合により市議会副議長を辞職したいので、許可されるよう願い出ま

す。 

 平成26年11月７日、葛城市議会副議長、朝岡佐一郎。 

 葛城市議会議長、下村正樹様。 

 以上でございます。 

下村議長 お諮りいたします。 

 朝岡佐一郎君の副議長の辞職を許可することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、朝岡佐一郎君の副議長の辞職を許可することに決定いた

しました。 

（朝岡議員 復席） 

下村議長 ただいま、副議長が欠けました。この際、葛城市議会副議長の選挙についてを日程に追加

し、選挙を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、葛城市議会副議長の選挙についてを日程に追加し、選挙

を行うことに決定いたしました。 
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 追加日程第４、葛城市議会副議長の選挙についてを議題といたします。 

 副議長選挙を行います。 

 副議長選挙は投票により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、副議長選挙は投票により行います。 

 議場を閉鎖いたします。 

（議場閉鎖） 

下村議長 ただいまの出席議員は14名であります。立会人は、会議規則第31条第２項の規定により、

７番、朝岡佐一郎君及び９番、藤井本浩君の両名を指名いたします。 

 投票用紙を配付いたします。 

 念のため申し上げます。投票は単記無記名であります。投票用紙に被選挙人の氏名を記載

してください。白票は無効といたします。 

（投票用紙配付） 

下村議長 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

下村議長 配付漏れはなしと認めます。 

 投票箱を点検いたします。 

（投票箱点検） 

下村議長 異状なしと認めます。 

 これより投票に移ります。 

 職員が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次、記載台で投票用紙に被選挙人の氏名を

記載の上、投票をお願いいたします。 

（投  票） 

下村議長 投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

下村議長 投票漏れはなしと認めます。 

 投票を終了いたします。 

 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開場） 

下村議長 開票を行います。 

 ７番、朝岡佐一郎君及び９番、藤井本浩君、立ち会いをお願いいたします。 

（開  票） 

下村議長 開票の結果を報告いたします。 

 投票総数14票。これは先ほどの出席議員数に符合いたします。 

 そのうち、有効投票14票、無効投票ゼロ票であります。 

 有効投票中、赤井佐太郎君９票、岡本 司君５票、以上であります。 

 この選挙の法定得票数は４票であります。よって、赤井佐太郎君が葛城市議会副議長に当
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選されました。 

 ただいま副議長に当選されました赤井佐太郎君が議場におられますので、本席から会議規

則第32条第２項の規定により、当選の告知をいたします。 

 赤井佐太郎君、当選の承諾及びご挨拶を、登壇の上お願いいたします。 

赤井副議長 ただいま当選させていただきました、 赤井でございます。どうもありがとうございます。 

 議長が申されましたように、私も新市建設計画を推進してまいりたいと思います。そして

また、自分としては、できるだけ議長を支えながら、自分自身も頑張ってやっていきたいと、

かように思っております。ひとつ、どうぞご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

下村議長 ここで暫時休憩いたします。 

      休 憩 午前１１時３２分 

      再 開 午後 ４時１７分 

下村議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 先ほど市長から議第44号議案の提出がありました。 

 この際、ただいま配付いたしております議事日程記載のとおり、議第44号議案のほか６件

についてを日程に追加いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、議事日程記載のとおり、日程に追加することに決定いた

しました。 

 追加日程第５、葛城市議会常任委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 ただいま議題となりました葛城市議会常任委員会委員の選任については、委員会条例第６

条第１項の規定により、お手元に配付の名簿のとおり議長において指名いたします。 

 なお、委員長及び副委員長につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、各常

任委員会において互選することと規定されておりますので、互選されました各常任委員会の

委員長及び副委員長をご報告いたします。 

 総務建設常任委員会委員長、西井覚君、同じく副委員長、西川朗君。 

 厚生文教常任委員会委員長、朝岡佐一郎君、同じく副委員長、増田順弘君。 

 以上です。 

 次に、追加日程第６、葛城市議会運営委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 ただいま議題となりました葛城市議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第６

条第１項の規定により、お手元に配付の名簿のとおり議長において指名いたします。 

 なお、委員長及び副委員長につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、委員

会において互選することと規定されておりますので、互選されました委員長及び副委員長を

ご報告いたします。 

 議会運営委員会委員長、朝岡佐一郎君、同じく副委員長、川村優子君。 

 以上です。 

 次に、追加日程第７、議会改革特別委員会委員の選任についてを議題といたします。 
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 ただいま議題となりました議会改革特別委員会委員の選任については、委員会条例第６条

第１項の規定により、お手元に配付の名簿のとおり議長において指名いたします。 

 なお、委員長及び副委員長につきましては、委員会条例第８条第１項の規定により、特別

委員会において互選することと規定されておりますので、互選されました委員長及び副委員

長をご報告いたします。 

 議会改革特別委員会委員長、西井覚君、同じく副委員長、内野悦子君。 

 以上です。 

 次に、追加日程第８、葛城広域行政事務組合の議会議員の選挙についてを議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法は、地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選により行いたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選により行うことと決定いたしまし

た。 

 重ねてお諮りいたします。 

 指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定いたしました。 

 葛城広域行政事務組合の議会議員に赤井佐太郎君、そして私、下村正樹を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長が指名いたしました両名を当選人と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました赤井佐太郎君、そして私、下

村正樹が葛城広域行政事務組合の議会議員に当選いたしました。 

 両名が議場におりますので、会議規則第32条第２項の規定により、当選の告知をいたしま

す。 

 次に、追加日程第９、奈良県葛城地区清掃事務組合の議会議員の選出についてを議題とい

たします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、奈良県葛城地区清掃事務組合規約第５条第１号及び第２号の規定に

より、選出する４名の組合議会議員のうち２名は議長、副議長が当たることになっており、

同条第３号の規定により、２名を議会から選出することになっております。選出の方法につ

いては議長が指名することにいたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定いたしました。 
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 奈良県葛城地区清掃事務組合の議会議員には西川弥三郎君、藤井本浩君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長が指名いたしました両名を奈良県葛城地区清掃事務組合の議会議員と定める

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました西川弥三郎君、藤井本浩君、

並びに副議長赤井佐太郎君、そして私、議長下村正樹を奈良県葛城地区清掃事務組合の議会

議員に選出することに決定いたしました。 

 次に、追加日程第10、奈良県広域消防組合の議会議員の選出についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本件につきましては、奈良県広域消防組合規約第５条第１号の規定により、議会から１名

選出するものであり、選出の方法につきましては議長が指名することにいたしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、議長が指名することに決定いたしました。 

 奈良県広域消防組合の議会議員に、私、下村正樹を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長において指名いたしました、私、下村正樹を奈良県広域消防組合の議会議員

と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました、私、下村正樹を、奈良県広

域消防組合の議会議員に選出することに決定いたしました。 

 次に、追加日程第11、議第44号、葛城市監査委員の選任につき同意を求めることについて

を議題といたします。 

 本案を事務局長に朗読させます。 

 事務局長。 

寺田事務局長 命により朗読いたします。 

 議第44号、葛城市監査委員の選任につき同意を求めることについて、地方自治法第196条第

１項の規定により下記の者を選任いたしたく、議会に同意を求める。 

          記 

 住所 葛城市中戸●●●番地 

 氏名 西川弥三郎 

 昭和●年●月●日生 

 平成26年11月７日提出 

 葛城市長 山下和弥 

 以上でございます。 

下村議長 本案につき、提案者の説明を求めます。 
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 山下市長。 

山下市長 ただいま議題となりました議第44号、葛城市監査委員の選任につき同意を求めることにつ

きまして、提案理由の説明をいたします。 

 本案につきましては、議会議員から選出されております下村正樹氏から、本日11月７日付

をもって辞任願が提出されましたので、新たに選任いただくものでございます。 

 議会議員として豊かな経験があり、人格ともにすぐれている西川弥三郎氏、葛城市中戸●

●●番地を監査委員に選任いたしたく、地方自治法第196条第１項の規定により議会の同意を

求めるものでございます。 

 どうぞよろしくご審議をいただきまして、ご同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

下村議長 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

下村議長 質疑ないようですので、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案につきましては委員会付託を省略し、討論、採決まで行いたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、本案につきましては委員会付託を省略し、討論、採決ま

で行うことに決定いたしました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

下村議長 討論ないようですので、討論を終結いたします。 

 これより議第44号議案を採決いたします。 

 本案について、これに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

下村議長 ご異議なしと認めます。よって、議第44号は原案のとおり同意することに決定いたしまし

た。 

 以上で本臨時会の日程は全て終了いたしました。 

 議員の皆様方には慎重にご審議をいただき、また、格段のご協力によりまして、議会運営

が極めて円滑に進められましたこと、さらには新たな議会構成ができましたことに対し、厚

く御礼申し上げます。 

 本臨時会より新体制となったわけでございますが、各執行機関におかれましては会期中だ

けではなく、閉会中も各委員会を開催し、その中でも活発な議論を交わしております。その

議論の中で出された意見や要望につきましても真摯に受けとめられ、引き続き市政の執行に

当たられますよう要望し、私の閉会の挨拶といたします。 

 ここで、市長より発言を求められておりますので、これを許します。 
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 市長。 

山下市長 臨時会の閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。 

 平成26年第２回葛城市議会臨時会の全日程を終え、閉会の運びとなりました。提案をいた

しました議案につきましては、慎重なるご審議をいただき、可決、また選任同意をいただき

ましたことに対しまして、改めて感謝を申し上げる次第でございます。 

 また、本臨時会におきましては、議長、副議長を初めとし、各委員の選任により新たな議

会構成がなされたわけでございます。私といたしましても、葛城市のさらなる発展のために

全力で取り組んでまいりますので、今後とも議員皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、心

からお願いを申し上げ、閉会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 本日はありがとうございました。 

下村議長 以上で平成26年第２回葛城市議会臨時会を閉会いたします。 

      閉 会 午後４時２９分 
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